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長
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光
一
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長
　
林　
　
　

義　

秀

　
　

議　

員
（
議
席
順
）

　
　
　

〃
　
　
安　

岡　

美　

穂

　
　
　

〃　
　

工　

藤　

智　

司
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〃　
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二
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育
委
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会

　
　

教
育
長　

杉　

江　

英　

樹

　
　

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　

中　

村　
　
　

彰

農
業
委
員
会

　
　

会　

長　

鈴　

木　
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夫
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表
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江　

口　
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選
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長　
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修

広
報 1
謹賀新年

平成29年

№ 569



〔 2 〕

年頭にあたって
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
四
月
に
は
熊
本
の
地
震
に

続
き
、
八
月
に
は
道
東
を
襲
っ
た

台
風
十
号
に
よ
る
豪
雨
な
ど
、
日

本
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。

　

乙
部
町
に
お
い
て
は
、
幸
い
に

も
目
立
っ
た
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
危
機
管
理
体
制
の
充

実
に
努
め
、
安
全
安
心
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
国
勢
調
査
で
、

人
口
は
三
千
九
百
六
人
と
な
り
、

急
速
に
高
齢
化
と
少
子
化
が
進

み
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
一
層
雇
用
の
場
の
創
出
に

努
め
、
町
民
が
安
心
し
て
住
め
る

誇
り
の
持
て
る
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
面
に
お
い
て
は
、
十
一
月

に
国
保
病
院
に
宮
西
副
院
長
が

着
任
し
、
町
民
の
方
々
に
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　

お
年
寄
り
の
福
祉
の
充
実
と

と
も
に
子
育
て
世
帯
の
た
め
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
や
学

校
給
食
費
の
補
助
、
学
童
保
育
制

度
な
ど
、
き
め
細
か
い
支
援
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
層
、
地
域
格
差

が
大
き
く
な
り
、
自
ら
の
知
恵
を

絞
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
創

生
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
秋
に
は
、
地
域
商
社
（
お

と
べ
創
生
株
式
会
社
）
を
設
立
し

ま
し
た
。
こ
の
商
社
を
核
と
し
て

企
業
や
団
体
と
一
体
と
な
り
地

域
の
農
水
産
物
の
商
品
化
や
販

売
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

乙　

部　

町　

長

　
寺
　
島
　
光
一
郎

　

基
幹
産
業
の
農
業
に
お
い
て

は
、
高
価
格
に
支
え
ら
れ
、
ま

ず
ま
ず
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

更
に
高
品
質
、
付
加
価
値
の
高

い
作
物
の
作
付
や
販
売
先
の
安

定
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
漁

業
に
お
い
て
も
、
ナ
マ
コ
、
ウ

ニ
の
養
殖
と
と
も
に
、
ニ
シ
ン

の
本
格
的
放
流
や
栄
浜
か
ら
の

サ
ケ
放
流
、
更
に
は
元
和
漁
港

で
の
ナ
マ
コ
養
殖
事
業
を
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
お
い

て
は
、
国
際
的
安
全
な
衛
生
基
準

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
に
よ
る
ウ
ニ
の

新
工
場
も
完
成
し
、
海
外
へ
の

輸
出
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
工
場

は
、
昨
年
か
ら
本
格
的
稼
働
と

な
り
、
新
た
な
部
門
で
の
事
業

拡
大
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
若
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
一
層
企
業
誘

致
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
乙
部
町
に

は
、環
境
省
の
「
快
水
浴
場
100
選
」

の
「
海
の
プ
ー
ル
」
や
「
森
の
巨

人
た
ち
100
選
」
の
「
縁
桂
」
が
あ

り
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
や
外

国
人
観
光
客
の
入
込
み
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

又
、
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
、

関
東
以
北
で
初
め
て
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
「
海
の
プ
ー
ル
」、「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
」
や

「
光
林
荘
」
を
活
用
し
、
町
内
ど

こ
で
も
源
泉
温
泉
の
町
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
観
光
の
定
着
化
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
取

り
組
み
を
行
い
、
若
者
の
雇
用
確

保
や
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
も
、
乙
部
町
に
と
り
ま
し
て

も
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
最
良
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う

  

ご
ざ
い
ま
す

総
務
課

課
長　

小
石　

裕
之
（
選
挙
管
理
委

　
　
　

員
会
事
務
局
書
記
長
併
任
）

参
事　

阿
部　

優
子

課
長
補
佐　

小
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宏
嘉

　
　
　

高
島　

博
志
（
選
挙
管
理
委

　
　
　

員
会
選
挙
係
長
併
任
）

　
　
　

井
田　

拓
身　

竹
内　

拓
也

　
　
　

中
野　

浩
季

　
　
　

明
石　
　

要
（
北
海
道
派
遣
）

　
　
　

渡
辺　

尚
樹
（
渡
島
檜
山
地

　
　
　

方
税
滞
納
整
理
機
構
派
遣
）

地
域
振
興
対
策
室

室
長　

石
川　

孝
範
（
北
海
道
よ
り

　
　
　

派
遣
）

財
政
課

課
長　

佐
藤　

英
稔

参
事　

萬
木　
　

譲

　
　
　

尾
山　

一
也　

東
堂　

祥
平

　
　
　

工
藤
ひ
と
み

税
務
課

課
長　

宮
川　

寿
巳（
出
納
室
長
兼
務
）

課
長
補
佐　

野
澤　

明
司

　
　
　

三
上　

裕
士　

東
堂　

夕
貴

　
　
　

宍
戸　

嵩
章
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年頭にあたって
　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
お
迎
え
で
き
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業

を
契
機
と
し
、
新
た
な
人
の
流
れ

が
生
ま
れ
、
将
来
の
乙
部
町
の
観

光
振
興
を
地
域
連
携
も
視
野
に
入

れ
た
中
で
、
さ
ら
に
多
角
的
に
充

実
発
展
さ
せ
る
た
め
、
町
内
の
観

光
資
源
を
再
検
証
し
、
有
機
的
・

総
合
的
に
活
用
し
た
中
で
、
通
年

型
・
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
積

極
的
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

観
光
資
源
・
施
設
に
対
し
て
も
新

た
な
視
点
で
の
取
り
組
み
が
必
要

と
さ
れ
る
な
ど
、
行
政
と
町
議
会

が
一
枚
岩
と
な
っ
て
建
設
的
な
知

恵
と
工
夫
の
展
開
が
重
要
性
を
増

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
は
、
地
方
創
生
の
政
策
の
下

に
雇
用
創
出
策
な
ど
で
、
景
気
回

復
を
地
方
に
も
波
及
さ
せ
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
為
に
こ
れ

ら
の
政
策
に
対
応
す
る
地
方
自
治

体
の
主
体
的
取
り
組
み
を
求
め
、

地
方
議
会
の
責
任
の
重
さ
を
再
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

乙
部
町
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢

は
、
水
産
加
工
会
社
の
工
場
増
設

や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
工
場
の

操
業
等
に
よ
り
、
雇
用
状
況
が
好

転
し
明
る
い
兆
し
も
見
え
る
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
基
幹
産
業
で
あ

る
一
次
産
業
の
低
迷
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
で
は
、

若
手
農
業
経
営
者
の
意
欲
あ
る
営

農
へ
の
取
り
組
み
も
見
ら
れ
、
議

会
と
し
て
も
、
持
続
可
能
な
農
業

乙
部
町
議
会
議
長

　
大
　
坂
　
裕
　
康

経
営
の
た
め
、
さ
ら
な
る
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

一
方
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
ニ

シ
ン
・
サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
や
ウ

ニ
・
ナ
マ
コ
等
の
増
養
殖
な
ど
資

源
管
理
型
漁
業
を
促
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
そ
の
効
果
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
状
況
下
で
は
、
町
民

自
ら
が
、
住
み
よ
い
町
に
し
よ
う

と
す
る
意
識
の
向
上
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
厳
し
い
時
こ
そ
、
私

た
ち
議
員
も
責
務
と
役
割
の
重
大

さ
を
深
く
自
覚
し
、
町
民
の
皆
様

と
共
に
情
熱
と
意
欲
を
結
集
し

て
、
多
く
の
課
題
に
取
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
課

課
長　

服
部　

俊
喜
（
保
育
園
園
長

　
　
　

兼
務
）

参
事　

上
田　

裕
子

参
事　

町
中　
　

聖
（
ホ
ー
ム
ケ
ア

　
　
　

セ
ン
タ
ー
お
と
べ
所
長
兼
務
）

課
長
補
佐　

品
野
百
合
子

課
長
補
佐　

吉
岡　

紀
子

課
長
補
佐　

宮
本　

政
則

課
長
補
佐　

伊
藤　

鉃
将

　
　
　

増
川　

伸
吾　

山
本　

裕
樹

　
　
　

堀
之
内
美
穂　

加
藤　

謙
一

　
　
　

村
上　

淳
一　

石
山　

聖
子

　
　
　

常
田　

圭
祐　

田
中　

凌
介

　
　
　

中
田　

智
也　

阿
部　

航
祐

　
　
　

田
畑　

文
都　

笹
田　

章
史

産
業
課

課
長　

品
野　
　

肇
（
農
業
委
員
会

　
　
　

事
務
局
長
併
任
）

参
事　

吉
田　

宏
幸

課
長
補
佐　

西
川　

公
敏

課
長
補
佐　

阿
部　

栄
二

　
　
　

三
浦　

英
春
（
農
業
委
員
会

　
　
　

書
記
併
任
）

　
　
　

成
田　

隆
敏　

菊
池　

亮
太

　
　
　

高
橋　

祐
基　

三
上　

雄
大

　
　
　

辻
廣　

拓
哉　

高
橋　

昇
大

　
　
　

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
今
日
と
は
言

え
、
世
界
の
政
治
情
勢
が
大
き
く

変
動
し
、
国
々
の
政
治
経
済
方
針

が
予
測
困
難
な
状
況
下
で
あ
り
、

町
民
経
済
に
直
接
影
響
の
あ
る
燃

料
・
食
料
・
産
業
資
材
等
の
価
格

変
動
に
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

乙
部
町
議
会
と
致
し
ま
し
て
も

議
会
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図

り
な
が
ら
町
長
・
執
行
機
関
と
共

に
「
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
・

お
と
べ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
ゆ

と
り
と
活
力
に
満
ち
た
自
立
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
鋭
意
取

組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
各
位
の
引
き
続
き
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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建
設
課

課
長　

熊
沢　

茂
樹

参
事　

石
島　

正
光

課
長
補
佐　

三
橋　

佳
史

課
長
補
佐　

麓　
　
　

洋

　
　
　

谷
脇　
　

徹　

吉
田　

尚
史

　
　
　

小
伊
勢
祐
太　

川
道　

裕
斗

　
　
　

森
田　

理
史

出
納
室

参
事　

阿
部　

久
子

　
　
　

新
家　

瑞
生

議
会
事
務
局

局
長　

中
嶋　

俊
哉

　
　
　

片
石　

直
樹

教
育
委
員
会
事
務
局

局
長　

西
田　

卓
見（
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　

所
長
兼
務
）

次
長　

前
田　

平
蔵
（
公
民
館
次
長

　
　
　

兼
務
）

次
長　

佐
藤　

昌
宏

　
　
　

工
藤　
　

明　

和
島　

央
法

　
　
　

細
畑
佑
一
郎　

上
田　

侑
昌

公
民
館

　
　
　

藤
田　
　

巧

給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　

阿
部　

紀
子
（
北
海
道
職
員
）

保
育
園

参
事　

冷
水　

義
明

次
長　

長
濱　

玲
子

次
長　

伏
見　

礼
子

　
　
　

小
林　

郁
子　

須
田
な
な
子

大集合大集合
おめでとう
　　ございます

　

専
徳
寺
で
住
職
を
さ
れ
て
い
る
館
陽
晴

さ
ん
（
緑
町
）
は
、
五
歳
と
二
歳
に
な
る

お
子
さ
ん
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、「
今

年
は
、
仕
事
の
合
間
を
み
な
が
ら
、
家
族

で
出
か
け
て
仲
良
く
過
ご
し
た
い
」
と
。

　

テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
を
見
る
の
が
好
き
と

い
う
麓
和
貴
子
さ
ん
（
館
浦
）
は
、
江
差

町
で
保
健
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。「
今

年
は
、
働
き
始
め
て
三
年
目
に
な
る
の
で
、

更
に
仕
事
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
、

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
。

　

今
年
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
中
学
生
に
な

る
の
で
も
っ
と
し
っ
か
り
し
て
、
友
達
を
い
っ

ぱ
い
つ
く
り
た
い
で
す
。

栄
浜
小
学
校　

六
年　

中　

澤　

琉　

生

　

中
学
生
に
な
る
の
で
、
勉
強
と
部
活
も
頑
張

り
た
い
で
す
。
あ
と
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

る
年
に
し
た
い
で
す
。

栄
浜
小
学
校　

六
年　

工　

藤　

太　

一

　

今
年
は
六
年
生
に
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
低

学
年
や
中
学
年
の
め
ん
ど
う
を
み
な
が
ら
、
自

分
の
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
良
い
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栄
浜
小
学
校　

五
年　

野
々
井　

愛　

紗
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酉年酉年
生
ま
れ

とり    どし

新年あけまして

　

温
泉
が
大
好
き
と
い
う
菊
地
幸
子
さ
ん

（
花
磯
）
は
、
昨
年
に
二
人
目
の
お
孫
さ

ん
が
産
ま
れ
て
笑
顔
を
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
。「
孫
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
元
気
を

も
ら
い
な
が
ら
健
康
に
も
十
分
気
を
つ
け

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
脳
ト
レ
を
し
た
い
」

と
。

国
保
病
院

病
院
長　

村
瀬　

英
也

副
院
長　

宮
西　

秀
二

事
務
長　

永
井　
　

悟

参
事　

幸
田　

修
二

　
　
　

田
中　

秀
弥

看
護
師
長　

板
谷　

涼
子

副
看
護
師
長　

三
浦
須
美
子

診
療
放
射
線
科
長　

　
　
　

工
藤　

洋
一

臨
床
検
査
科
長

　
　
　

三
浦　
　

孝

次
長　

八
木　

智
美

　
　
　

土
谷
志
保
子　

西
田　

美
和

　
　
　

中
納
小
百
合　

小
網　

美
加

　
　
　

寳
田　

由
美　

野
々
井
敏
子

　
　
　

安
田　

悦
子　

田
中　

愛
美

　
　
　

新
谷　

幸
子　

宮
川
久
美
子

　
　
　

小
野　

惠
子　

菊
池　

佳
子

　
　
　

平
野
由
香
里

乙
部
消
防
署

署
長　

松
原　

敏
幸

次
長　

大
川　

宏
孝

　
　
　

阿
部　

建
一　

牛
谷
内
一
志

　
　
　

新
谷　

明
仁　

瀧
澤　

博
文

　
　
　

伊
勢　

正
臣　

澤
井　

力
也

　
　
　

荒
木　

秀
顕　

須
田　

智
博

　
　
　

大
川　

将
洋　

石
山　

佑
樹

　
　
　

坂
矢　

琢
郎　

松
原　

千
里

　
　
　

井　
　

章
真

　今年はとり年。昭和 8年、昭
和20年、昭和32年、昭和44年、
昭和 56 年、平成 5年、平成 17
年に生まれた方々と、そして今
年、平成 29 年に生まれる子ど
もたちです。
　その中から数名の方に新年の
抱負などを伺いました。

　

蕎
麦
打
ち
や
べ
っ
こ
う
餅
作
り
を
さ
れ

て
い
る
と
い
う
寺
島
智
子
さ
ん
（
緑
町
）

は
、
昨
年
は
ご
家
族
と
賑
や
か
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
そ

う
で
す
。「
今
年
も
、孫
や
ひ
孫
と
元
気
に
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で

す
」
と
。

　

今
年
の
四
月
か
ら
、
乙
部
駐
在
所
に
着

任
と
な
っ
た
竹
居
田
隆
信
さ
ん
（
緑
町
）

は
、
縁
桂
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参

加
し
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
乙
部
町
の
方
々
は
、
自
然
と
親
し
み
や

す
く
昨
年
は
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
今

年
も
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
と
。

　

乙
部
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
る
板
橋
仁
さ
ん
（
栄
浜
）
は
、

乙
部
町
に
き
て
か
ら
道
の
駅
か
ら
見
え
る

海
の
景
色
が
気
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
昨
年
は
、
町
民
の
方
々
に
優
し
く
迎
え

入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
も
っ

と
積
極
的
に
行
動
し
て
、
乙
部
町
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
。
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平
成
二
十
八
年
度
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
賞
）
を
安
岡

美
穂
氏
（
栄
浜･

六
十
六
歳
）
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

安
岡
氏
は
、
昭
和
六
十
二
年
五

月
か
ら
現
在
ま
で
、
乙
部
町
議
会

議
員
と
し
て
、
住
民
の
信
頼
に
こ

た
え
、
行
政
に
対
す
る
民
意
の
反

映
と
住
民
の
た
め
の
町
政
に
全
力

で
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。　

ま

た
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
副
委

員
長
や
民
生
文
教
常
任
委
員
会
委

員
も
歴
任
し
て
お
り
、
永
年
に
わ

た
る
地
方
自
治
の
育
成
発
展
に
貢

献
し
、
乙
部
町
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。 安

岡
美
穂
氏
が

道
社
会
貢
献
賞

　

坂
上
武
紀
氏
（
七
十
六
歳
・
栄

浜
）
が
納
税
功
労
者
檜
山
振
興

局
長
表
彰
を
受
賞
し
、
十
一
月

二
十
四
日
、
檜
山
振
興
局
長
か
ら

表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

坂
上
氏
は
、
平
成
十
三
年
か
ら

今
年
ま
で
、
栄
浜
納
税
貯
蓄
組
合

の
地
区
組
合
長
と
し
て
、
納
税
意

識
の
高
揚
と
納
税
成
績
の
向
上
に

積
極
的
に
努
め
、
地
区
組
合
員
か

ら
の
信
望
も
厚
く
、
納
税
貯
蓄
組

合
活
動
の
強
化
、
充
実
に
取
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乙
部
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
役
員
と
し
て
平
成
十
三

年
か
ら
今
年
に
至
る
ま
で
、
乙
部

町
全
体
の
納
税
意
識
の
向
上
に
む

け
た
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
努
め

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

坂
上
武
紀
氏
が
納
税
功
労
者

檜
山
振
興
局
長
表
彰
を
受
賞

た
く
さ
ん
の
感
謝
を
歌
声
に
の
せ
て

　
　  

江
差
追
分
日
本
一
十
周
年
記
念

　

江
差
追
分
や
民
謡
の
歌
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
寺
島
三
姉
妹

の
次
女
、
寺
島
絵
美
さ
ん
の
江
差

追
分
全
国
大
会
日
本
一
の
十
周

年
記
念
公
演
が
十
一
月
二
十
七

日
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約

二
百
六
十
人
の
観
客
が
訪
れ
、
力

強
い
歌
声
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
は
、
寺
島
町
長
と
江
差

町
の
照
井
江
差
町
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
二
部
構
成

で
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
姉
の
絵
里
香
さ

ん
、
妹
の
真
理
江
さ
ん
を
は
じ
め
、

父
の
達
也
さ
ん
、
子
ど
も
達
ら
家

族
と
も
共
演
し
、
に
ぎ
や
か
に
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
絵
美
さ
ん
が
津

軽
三
味
線
と
尺
八
の
伴
奏
で
江
差

追
分
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
演
の
終
わ
り
に
絵
美
さ
ん
は

「
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
お
集

ま
り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
る
方
々

の
お
か
げ
で
す
」
と
涙
な
が
ら
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
が
や
っ
て
き
た
！

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
、
乙
部
町
生
き
が
い
交
流

セ
ン
タ
ー
で
十
二
月
十
九
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
同
士
の
交
流
を
深
め
る
子

育
て
サ
ー
ク
ル
の
す
く
す
く
広
場

と
ひ
や
こ
サ
ー
ク
ル
が
、
合
同
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
生

後
三
ヶ
月
か
ら
四
歳
ま
で
の
幼
児

と
保
護
者
の
一
六
組
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
、
絵
本
の
朗
読

や
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
音
楽
に
合
わ

せ
て
簡
単
な
手
遊
び
を
す
る
な
ど

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
わ
り
に
は
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
一

人
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
、

会
場
は
笑
顔
に
つ
つ
ま
れ
ま
し

た
。
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～民生委員・児童委員が
　　　改選されました～

　民生委員と児童委員の改選が行われ、厚生労働大臣より 18 名

の方が同委員として委嘱されました。

　今後 3 年間、地域における福祉向上にご活躍いただきます。

それぞれの地区に担当委員を定めております。

　福祉や児童についての悩みごとがありましたら担当地区の委

員または、役場町民課までご相談ください。

担当地区 氏名 担当地区 氏名

滝瀬 橋　本　紀　夫 富岡、千岱野 小　田　花　江

元町一 松　崎　胤　彦 鳥　山 庄　司　貞　子

元町二 村　上　信　重 栄　浜 工　藤　美　代

緑町一 米　田　百合子 元　和 根　元　健　治

緑町一 甲　谷　勇　介 三ツ谷、潮見 板　谷　ウメ子

緑町二 福　士　好　子 花　磯 阿　部　修　一

館　浦 金　澤　文　子 豊　浜 桜　井　睦　子

姫　川 小　野　　　誠 主任児童委員 鈴　木　千代子

旭　岱 蛯　名　憲　子 主任児童委員 北　越　友　子

　

第
三
十
一
回
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会

総
会
が
十
二
月
十
日
、
札
幌
市
の

ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
、
前
日
か
ら
続
く
大
雪
の
な

か
、
札
幌
市
や
近
郊
在
住
の
乙
部

町
出
身
者
や
、
関
係
者
ら
約
六
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
福
山
定
男

副
会
長
か
ら
「
今
年
も
こ
う
し
て

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
寺
島
町

長
か
ら
は
町
の
近
況
な
ど
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
決
算
報
告
や
事

業
報
告
に
次
い
で
役
員
改
選
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
出
身
校
区
ご
と
の
テ
ー

ブ
ル
で
自
己
紹
介
や
近
況
を
報
告

し
、
元
気
に
再
会
で
き
た
こ
と
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
終
わ
り
に
は
、
乙
部

第
三
十
一
回
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会

の
特
産
品
や
、
乙
部
出
身
者
が
経

営
す
る
飲
食
店
等
か
ら
提
供
さ
れ

た
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ

れ
、
当
選
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
新
役
員

▽
会
長
・
田
中
稔
▽
副
会
長
・
福

山
定
男
▽
事
務
局
長
・
金
子
三
弘

▽
事
務
局
次
長
・
阿
部
俊
彦
／
菊

池
章
博
／
米
田
彰
▽
会
計
監
事
・

坪
田
光
雄
▽
幹
事
・
（
乙
部
）
熊

澤
修
／
菊
池
浩
紀
（
姫
川
富
岡
）

近
藤
敏
雄
（
栄
浜
）
服
部
光
雄

（
明
和
）
宮
本
和
信
▽
顧
問
・
谷

藤
太
一
郎
／
渡
辺
鶴
雄

　坂本かず子さん（姫川）が、満百歳にな
られたことを記念して、寺島町長からお祝
い金が手渡されました。
　坂本さんは、大正５年12月1日生まれ
で、現在も健康状態は良好です。
　ご家族は「今でも新聞をしっかりと読
み、日記を毎日書いていて、とてもしっか
りしています」と話し、坂本さんは「この
ように、皆さんに祝ってもらいとても嬉し
い。本当に感謝しています」と笑顔で喜び
を伝えていました。

まだまだ元気！
百歳のお祝い
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お父さん＝
津田　貴英さん

お母さん＝
　　　　　　　　香さん

わたしは
１歳５ヶ月の女の子です

名前の由来＝
　お姉ちゃんと同じ“月”の
字と、お兄ちゃんと同じく海
に関係した“渚”をつけまし
た。
両親の願い＝
　元気で優しい子に育ってほ
しい。また、３人仲良く育っ
てほしいです。

津田　渚月ちゃん

（緑　町）
尾形　信治くん

（緑　町）

わが家のアイドル

なつき しんじ

お父さん＝
　　　　　尾形　郁弥さん

お母さん＝
　　　　　　　　彩加さん

ぼくは
　１歳６ケ月の男の子です

名前の由来＝
　良い画数で、誰にでも読
んでもらえる名前を考えた
中で、この字と漢字が一番よ
かったからです。
両親の願い＝
　とにかく健康が一番です
が、できればスポーツに親し
む子になってほしいです。

　

当
日
は
、
食
料
品
や
衣
料
品
、
日

用
品
な
ど
の
ほ
か
、
毎
年
好
評
の
お

餅
コ
ー
ナ
ー
で
は
開
場
と
同
時
に
買

い
物
客
が
駆
け
つ
け
、
長
い
列
を
つ

く
り
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
年
の
売
り
上
げ
は
約
三
十
八
万

円
で
、
主
催
し
た
実
行
委
員
会
で
は

「
六
十
二
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
準
備
か
ら
当
日
ま
で
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
買
い
物
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と

地
域
の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
、

今
年
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
善
意
に
感
謝
し
て

　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー

　

第
三
十
六
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
函
館
地
方
大
会
で
乙

部
中
二
年
生
の
、
敦
賀
想
さ
ん
と
石

山
亜
夕
さ
ん
が
優
秀
賞
を
、
江
差
地

方
大
会
で
成
田
梨
々
花
さ
ん
が
最
優

秀
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
小
学
生

人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

明
和
小
の
後
藤
椿
さ
ん
（
四
年
生
）、

新
谷
果
央
さ
ん
（
五
年
生
）、
須
田

華
留
菜
さ
ん
（
六
年
生
）
が
、
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

人
権
「
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
と

「
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
受
賞

　

歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
が
十
二

月
四
日
、
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

約
二
百
人
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
善
意
で
寄
附
し
て

い
た
だ
い
た
商
品
を
販
売
し
、
そ
こ

か
ら
得
た
収
益
金
で
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
や
体
が
不
自
由
な
方
な

ど
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ろ
う
と
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。



〔 9 〕

　

今
年
の
四
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
一
年
生
は
平
成
二
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

で
、
男
子
十
一
人
、
女
子
十
二
人

の
二
十
三
人
の
児
童
が
町
内
各
小

学
校
に
入
学
す
る
予
定
で
す
。

　

入
学
通
知
書
は
、
一
月
末
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
お
届
け

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（　

）
は
保
護
者
名　

敬
称
略

滝
　
瀬

　

石　

中　

多　

笑
（
誠
教
）

　

山　

本　

澪　

愛
（
哲
哉
）

緑
　
町

　

伊　

勢　

優　

臥
（
正
臣
）

　

伊　

藤　

僚　

梧
（
鉃
将
）

　

澤　

井　
　
　

駿
（
竜
往
）

　

鈴　

木　

永　

清
（
大
伸
）

　

松　

原　

奏　

斗
（
圭
他
）

　

葛　

西　
　
　

悠
（
剛
享
）

　

敦　

賀　
　
　

杏
（
勇
太
）

　

町　

中　

み
の
り
（
聖
）

館
　
浦

　

阿　

部　

龍
之
介
（
安
）

　

長　

尾　

凜　

愛
（
美
夏
）

　

水　

上　

明　

咲
（
敏
貴
）

　

森　

山　

芽　

依
（
祐
樹
）

　

吉　

田　

小　

夏
（
尚
史
）

栄
　
浜

　

佐　

藤　
　
　

佑
（
昌
宏
）

　

由　

利　

楓　

太
（
慎
司
）

　

鎌　

田　

留　

奈
（
瑞
己
）

元
　
和

　

星　

山　
　
　

壘
（
真
人
）

潮
　
見

　

近　

藤　

李　

莉
（
覚
）

花
　
磯

　

菊　

地　

与　

一
（
善
朗
）

　

新　

谷　

侑
ノ
介
（
明
仁
）

豊
　
浜

　

筒　

塩　

咲　

那
（
佑
輔
）

春になったら一年生
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ
つ
が
な
く
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
こ
う
し
て
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
、
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

乙
部
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
地
域
活
性
化
担
当
と

し
て
着
任
し
、
三
年
の
任
期
も
あ
と
半
年
と
な
り
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
何
を
し
た
く
て
乙
部

に
来
て
、
そ
し
て
何
が
出
来
た
の
か
と
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。
札
幌
に
生
ま
れ
育
っ
た
自
分
に
と
っ
て
乙

部
の
自
然
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
は
実
に
か
け

が
え
の
な
い
魅
力
的
な
町
で
す
。
た
だ
そ
の
良
さ
を

発
信
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
官
軍
上
陸
の
地

を
起
点
と
し
て
姫
川
伝
説
・
越
の
浦
・
鮪
の
岬
・
館

の
岬
な
ど
の
点
を
線
に
し
よ
う
と
活
動
し
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
乙
部
の
魅

力
を
伝
え
き
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

酉
の
つ
く
年
は
商
売
繁
盛
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ト
リ
は
「
取
り
込
む
」
に
繋
が
る
と
い

わ
れ
、
そ
こ
か
ら
運
気
も
お
客
も
取
り
込
め
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

ま
た
酉
の
由
来
に
「
果
実
が
極
限
ま
で
熟
し
た
状

態
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
物
事
が
頂
点

ま
で
極
ま
っ
た
状
態
が
、
酉
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

限
ら
れ
た
任
期
内
で
少
し
で
も
乙
部
町
の
魅
力
を
発

信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
皆
さ
ん

に
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
活
性
化
担
当
　
　
今
　
昭
人

No.29

　

近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
進
展
に

伴
い
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
が
全

国
的
に
増
加
し
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
空

家
が
周
囲
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
事
例
が
あ
り
、
老
朽
化
し
た
家

屋
の
管
理
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
個
人
が
所
有
す
る
財

産
で
あ
り
、
適
正
な
管
理
は
所
有

者
の
義
務
と
な
り
ま
す
。

　

空
き
家
が
原
因
で
何
ら
か
の
問

題
が
発
生
し
た
と
き
は
当
事
者
間

で
の
解
決
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
空
き
家
が
原
因
で
近

隣
の
家
屋
や
通
行
人
、
車
両
な
ど

に
被
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
場

合
、
そ
の
所
有
者
や
管
理
者
、
占

有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

空
き
家
の
適
正
な
維
持
管
理
を

　
　
　
　
　
　 

お
願
い
し
ま
す
。

　

適
正
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
は
、
事
故
な
ど
の
危
険
な

原
因
と
な
る
ほ
か
、
防
犯
や
環
境

衛
生
に
お
い
て
も
問
題
と
な
り
、

周
辺
住
民
の
日
常
生
活
に
大
き
な

不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
が
原
因
と
な
る
事
故
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

●
強
風
に
よ
る
屋
根
材
の
飛
散

●
屋
根
か
ら
の
落
雪

●
害
虫
、
野
良
猫
の
繁
殖

　

放
置
さ
れ
、
痛
ん
だ
空
き
家
は

様
々
な
危
険
を
伴
い
ま
す
。
所
有

者
の
責
任
の
上
、
適
切
な
管
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
に
こ
れ
か
ら
は
風
が

強
い
時
期
と
な
る
た
め
、
日
頃
か

ら
空
き
家
な
ど
の
点
検
を
行
い
、

危
険
箇
所
の
修
繕
を
行
う
な
ど
、

事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

乙
部
町
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
担
当
の
板
橋
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
す
る

に
あ
た
っ
て
、
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。

　

ア
カ
シ
ア
の
お
花
見
祭
り
や
植
樹
会
、
は
ち
み
つ

の
里
の
環
境
整
備
、道
の
駅（
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
）

の
お
祭
り
で
の『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』の
販
売
な
ど
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

去
年
の
私
の
活
動
は
あ
ま
り
に
も
消
極
的
で
反
省

す
べ
き
点
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
今
年
は
積
極
的
に

色
々
な
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
年
の
２
月
に
函
館
空
港
に
バ
ニ
ラ
エ
ア
と

い
う
低
運
賃
航
空
会
社
が
新
規
就
航
す
る
予
定
で
す

の
で
『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』
の
新
商
品
開
発
や
販

路
拡
大
な
ど
や
『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』
以
外
の
乙

部
町
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
を
通
じ
て
乙
部
町
の
こ

と
を
も
っ
と
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
乙
部
町
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
や
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
寒
く
な
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
乙
部
町
の
皆
さ
ま
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
病

気
な
ど
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
ご
自
分
の
お
体
を
大

切
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
産
業
振
興
担
当
　
　
板
橋
　
仁

空
き
家
の
適
正
な
管
理
は

所
有
者
の
責
任
で
す

空
き
家
の

所
有
者
へ
の
お
願
い

放
置
空
き
家
の
問
題
点
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日 月 火 水 木 金 土
₁ ₂ ₃ ₄ ₅ ₆ ₇
休日当番医
厚沢部町国保病院
新年交礼会

（町館 午前11時～）

休日当番医
道立江差病院

休日当番医
佐々木病院
消防団出初式

（町内行進　午前 9 時～）
（式典・町館　午前 10 時～）

スキー場オープン（予定）
（富ス 午前10時～）

 

₈ ₉ 10 11 12 13 14
休日当番医
乙部町国保病院

休日当番医
勤医協診療所

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

B 型肝炎ワクチン予防接種
（ケア 午後 1 時 30 分～）
BCG 予防接種

（ケア 午後 1 時 30 分～）
日本脳炎予防接種

（ケア 午後 1 時 30 分～）

赤ちゃん相談
（ケア 午前10時～）
少年少女カルタ大会

（町館 午前 9 時～）
赤ちゃん健診

（ケア 午後１時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前 10 時～） 
 

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。

15 16 17 18 19 20 21
休日当番医
上ノ国診療所

男のお達者教室
（ケア 午後 1 時 30 分～）

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）
各小中学校始業式

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）
特定健診・がん検診・各種検査

（姫ふ 午前 6 時 30 分～）
肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）

（国保 午後 1 時 30 分～）
おしゃべりサロン 

（姫ふ  午後 1 時～） 

特定健診・がん検診・各種検査
（元交 午前 6 時 30 分～） 
 

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分～） 

22 23 24 25 26 27 28
休日当番医
道立江差病院
シバレふれあい富岡

（富ス 午前10時～）

健康相談
（潮希 午後１時 30 分～）

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

水痘ワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前 10 時～） 
健康相談

（ゆ里 午後 1 時 30 分～）
麻しん風しん混合予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
四種混合予防接種

（国保 午後１時 30 分～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分～）

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。
みたい！よみたい！
絵本とかみしばい 

（公民 午前10時～）

29 30 31 ／ ／ ／ ／
休日当番医
道立江差病院
縁桂かんじき散策会

（公民館 午前 9 時 30 分～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）

2
₁

2
₂

1月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

( つ保）つくし保育園
( 国保）国保病院
( 町体） 町民体育館
( ケア） ケアセンターおとべ
( 千研） 千岱野研修会館
( 町館）町民会館

（豊セ）とよはま地区センター

（豊セ）とよはま地区センター
（ゆ里）ゆりの里活性化センター
（交流）生きがい交流センター
（江保）江差保健所
（三愛）三ツ谷愛郷会館
（三研）三ツ谷研修会館
（元交）元和交遊館

（栄ふ）栄浜ふれあいセンター
（滝寿）滝瀬寿の家
（緑寿）緑町寿の家
（姫ふ）姫川ふれあいセンター
（潮希）潮見希望館
（高ふ）高齢者ふれあいセンター
（公民）公民館

2
₃

2
₄

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

ごみ収集の略称　①地区…滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区…豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み

可燃ごみ収集
①地区



乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長

杉
　
江
　
英
　
樹

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
町
教
育
行
政
に

対
し
、
格
別
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
町
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に

つ
き
ま
し
て
は
大
き
な
事
故
も
な

く
、新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

町
民
皆
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
温
か
な
心
配
り
と
ご
支
援
の
賜

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て

は
、
人
、
モ
ノ
、
金
、
情
報
等
の

流
動
化
な
ど
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
加
速
す
る
一
方
、
少
子
化
・

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
な

ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
教
育
を
め
ぐ

る
課
題
も
、
教
育
格
差
の
固
定
化

や
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
、
い
じ

め
、体
罰
な
ど
が
ま
す
ま
す
複
雑
・

多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
国
に
お

い
て
は
、「
第
二
期
教
育
振
興
基

本
計
画
」
を
定
め
、
教
育
再
生
へ

の
取
り
組
み
（
改
革
）
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
教
育
に
対
す
る
町
民

の
み
な
さ
ん
の
大
き
な
期
待
に
応

え
る
べ
く
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

活
力
に
満
ち
た
人
間
性
豊
か
な
町

民
を
育
む
」
を
基
本
理
念
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
行
政
を
振
り
返

り
な
が
ら
本
町
教
育
行
政
の
重
要

施
策
で
あ
る
学
力
向
上
、
教
育
環

境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、
文
化
振

興
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
推

進
し
て
い
る
「
乙
部
町
学
習
生
活

習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

各
学
校
で
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
と
連
動
し
、
着
実
な
成
果
が
現

れ
つ
つ
あ
り
、
学
校
建
設
で
は
、

乙
部
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工

事
が
二
カ
年
計
画
で
の
実
施
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
文
化
振
興
の
面
で

は
、
町
民
文
化
祭
が
第
五
十
回
の

節
目
を
迎
え
、
例
年
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
芸
術
文
化
の
推
進
に
努

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
面
で
の
活
躍
も
大
変
喜
ば
し

く
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
の

ご
支
援
の
賜
だ
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
育
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
町
長
と
教

育
委
員
会
の
協
議
の
場
で
あ
る

「
総
合
教
育
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
教
育
、
学

術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
総

合
的
施
策
と
位
置
づ
け
る
「
教
育

大
綱
」
が
協
議
・
策
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
こ
の
大
綱
の
下

に
教
育
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
も
、「
人
を
育
て
豊
か
な

心
を
培
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

目
標
と
し
、
山
積
す
る
教
育
行
政

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

第 322 号

に
、
町
民
の
皆
様
方
の
期
待
に
添

う
べ
く
教
育
委
員
会
一
丸
と
な
っ

て
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
町
民
の

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
十
九
～
二
十
日　

深
川
市

敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

お
と
べ
Ｄ
ｉ
Ｇ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少

年
団

（
石
山
凜
・
能
代
唯
杏
・
瀧
澤
七
菜
・

吉
田
コ
ウ
・
近
藤
柚
美
・
山
本
莉

子
・
瀧
澤
寧
音
・
橋
達
未
來
・
千

葉
友
楽
・
永
渕
碧
）

　

檜
山
管
内
を
代
表
し
て
出
場
し
、

全
道
大
会
で
大
健
闘
し
ま
し
た
。

十
二
月
四
日　

江
差
町

　

優　

勝　

乙
部
町

十
二
月
七
・
十
四
・
十
六
日

町
民
体
育
館

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

Ｏ
Ｗ
Ｂ
・
Ａ

　

準
優
勝　

Ｏ
Ｗ
Ｂ
・
Ｂ

　

第
三
位　

愛
好
会

【
男
女
混
成
の
部
】

　

優　

勝　

愛
好
会

　

準
優
勝　

Ｏ
Ｗ
Ｂ
・
Ａ

　

第
三
位　

Ｏ
Ｗ
Ｂ
・
Ｂ

〔12〕

年
頭
に
あ
た
っ
て

第
四
十
六
回
檜
山
管
内

児
童
生
徒
美
術
展

表
彰
式
（
十
二
月
十
日 

町
民
会

館
）

檜
山
校
長
会
長
賞

　

平
野
恵
夢
（
乙
部
中
二
年
）

　

館
山
聖
颯
（
乙
部
小
三
年
）

檜
山
教
育
研
究
所
長
賞

　

後
藤　

椿
（
明
和
小
四
年
）

乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

菊
池
柚
衣
（
乙
部
小
五
年
）

乙
部
町
校
長
会
長
賞

　

笹
木
あ
い
く
（
乙
部
小
二
年
）

奨
励
賞

　

中
澤
杏
奈
（
栄
浜
小
一
年
）

　

能
代　

平
（
乙
部
小
三
年
）

　

武
藤　

耀
（
乙
部
小
四
年
）

　

海
老
原
隆
斗
（
明
和
小
五
年
）

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

『
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
の
部
』

第
二
十
五
回
体
育
協
会
長

杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
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外
国
語
指
導
助
手
の
ス
ザ
ー
ン

さ
ん
の
英
会
話
教
室
が
、
十
一
月

二
十
二
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で

の
四
日
間
行
わ
れ
、
二
十
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ

ア
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
日
常
生
活

で
使
え
る
英
会
話
を
ク
イ
ズ
形
式

な
ど
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
に
つ

い
て
教
わ
り
、
国
際
性
を
養
い
異

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ス
ザ
ー
ン
さ
ん
の
英
会
話
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。
ま
た
、

授
業
参
観
で
は
、
教
員
の
創
意
工

夫
あ
る
指
導
方
法
や
児
童
生
徒
が

熱
心
に
授
業
に
取
り
組
み
、
元
気

よ
く
手
を
挙
げ
て
い
る
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。
乙
部
小
学
校
と
乙

部
中
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
と
一

緒
に
給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
好
き

な
教
科
や
家
庭
で
の
学
習
の
様
子

友
達
と
ど
の
よ
う
な
遊
び
を
し
て

い
る
の
か
な
ど
を
話
し
、
交
流
の

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に

～
教
育
委
員
の
学
校
訪
問
～

　
～ 図書室の新刊おすすめ紹介 ～
【一般向け】　　　　　　　　　　　　　　　　
●脇坂副署長の長い一日　　　　　　　（真保　裕一）
●恋のゴンドラ　　　　　　　　　　　（東野　圭吾）
●クックパッドのアイデアレシピ＆裏ワザ１００（宝島社）
●「がん」の医学百科　　　　　　　（主婦と生活社）
●脳卒中の重度マヒでもあきらめない！ （安保　雅博）
●天を灼く　　　　　　　　　　　  （あさの あつこ）
●ヴィジョンズ　　　　　　　　　　　　　（講談社）
●十二人の死にたい子どもたち　　　　　　（沖方丁）
●天子蒙塵　第１巻　　　　　　　　　（浅田　次郎）
●慈雨　

【幼児・児童向け】
●日本と世界の祭り　　　　　　 　　　　  （小学館）
● 13 のこころのおはなし 　　 　　　　   （平　光雄）
●とりかえっことりかえっこ　　  （ふくだ じゅんこ）
●かまくらレストラン　　　　 　　　　  （教育画劇）
●ふゆ　　　　　　　　　　　　　　（こうのあおい）

　１月 16日までの冬休み期間中の開室時間は９時～
17時までです。
　図書室は温泉床暖房でとても暖か。寒い季節は図書
室で読書はいかがですか。

『縁桂かんじき散策会』に参加しませんか
　乙部の名木「縁桂」への約１キロの道程をかんじき
を履いて散策します。夏とは違った冬景色の縁桂を見
に行きましょう。
と　き　１月２９日（日）９時３０分に公民館集合
　　　　（公民館から現地までバスで行きます）
参加料　無料
定　員　２５名（最少開催人数６名）
持ち物　かんじき・スノーシュー（貸出しあります）
申込み　１月２６日（木）１６時までに公民館へ
　　　　℡ 0 1 3 9 － 6 2 － 3 3 1 1

　

乙
部
町
教
育
委
員
会
委
員
の
学

校
訪
問
が
十
一
月
二
日
、
乙
部
中

学
校
で
、
十
一
月
十
八
日
、
乙
部
・

栄
浜
・
明
和
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
教
育

現
場
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
校
と

教
育
委
員
会
が
連
携
し
一
層
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

学
校
訪
問
で
は
、
各
小
中
学
校

長
・
教
頭
と
特
色
あ
る
学
校
経
営

方
針
や
学
校
生
活
の
様
子
な
ど
に

富岡スキー場　１月４日オープン！
　（積雪状況により変更になる場合があります。）
■リフト運行時間
　　土日祝日・学校冬休み中　１０時～２１時
　　平　日　　　　　　　　　１５時～２１時
　　※１２時～１３時・１７時～１８時はリフト運休
■問合せ　℡６２－３２１４（スキー場）
　　　 　  ℡６２－２２５３（教育委員会）

乙部町少年少女カルタ大会
■と　き　１月１１日（水）　９時～
■ところ　町民会館　大ホール
　小中学生の熱戦にぜひ応援を !!

シバレふれあい富岡 2017
■と　き　１月２２日（日）　１０時～
■ところ　富岡スキー場
　スキー講習会やみかん拾いで冬を満喫しよう♪
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国勢調査結果による。
28 年は住民基本台帳による人口世帯数

平成７

平成12

平成17

平成22

平成27

平成28

42

26

31

22

14

12

△17

△24

△24

△37

△60

△42

59

50

55

59

74

54

226

193

134

113

123

89

285

228

187

183

146

105

△ 59

△ 35

△ 53

△ 70

△ 23

△ 16

△ 76

△ 59

△ 77

△107

△ 83

△ 58

住民基本台帳による。平成 28年は、11月末までの動態

103
91
88

47
47
30

14
13
14

103
84
80

27
25
21

13
17
23

5
4
3

113
125
132

425
406
391

平成 26、27 年は４月～翌年３月、平成 28年は10月末現在

平成 26
平成 27
平成28

120
131
55

4
1
3

17
13
9

19
12
8

70
16
91

108
153
115

70
65
76

420
406
307

 平成 26、27 年は 4 月～翌年 3 月、平成 28 年は 11 月末現在）（すけそうだらは 12 月 22 日現在）      

（平成28年11月末現在）

24.1 2.0 27.9 6.2 3.8 3.2

道路種別 実延長
改良 舗装

延長 率 延長 率

国　道 ㎞
14.6

㎞
14.6

％
100

㎞
14.6

％
100

道　道 19.3 15.3 79.3 15.3 79.3
町　道 124.7  102.0　 76.0　 90.1　 67.1

道路種別　実延長
舗装

延長 率
㎞ ㎞ ％

 4.4　  8.3　  18.5

農林道

平成28年４月１日現在

平成26
平成27
平成28

9.5  7.9 84.0

平 成 12 平 成 17 平 成 22

就業者数

第 １ 次

第 ２ 次

第 ３ 次

分類不能

2,681　　　　　2,071　　　　　1,850

  579
（21.6％）

  967
（36.1％）

1,135
（42.3％）

―

  292
（14.4％）

  967
（32.2％）

1,135
（53.7％）

―

  279
（15.1％）

  565
（30.5％）

1,003
（54.2％）

3
（0.2％）

すけとうだら ま　す さ　け その他魚類 い　か 計その他の水産動物 貝類・海草類なまこ
12
15
5

年
出　生 死　亡 増　減

自　然　動　態

転　入 転　出 増　減

社　会　動　態
増　減

農　道

林　道

昭和40
昭和50
昭和60
平成２
平成７
平成12
平成17
平成22
平成27
平成28

9,188
7,317
6,719
6,011
5,422
5,143
4,816
4,408
3,906
3,925

1,748
1,839
1,945
1,879
1,838
1,873
1,904
1,863
1,729
1,927

162.59
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（平成28年12月15 日現在）

28億3,280万2千円
84.9%

　19億7,174万4千円
59.1%

（収入・支出総額、収入・支出率は12月15 日現在）

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計
公共下水道事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計
国民健康保険病院事業会計

653 , 307  
62 , 498  

797 , 479  
108 , 180  
178 , 718  

50 , 083  
474 , 250  

2 , 324 , 515  

歳入歳出予算額会　　　　計

合　　　　計

歳入総額
33億9,664万3千円
（100.0％）

地方交付税
17億9,669万4千円
（52.9％）

道支出出金
2億1,794万6千円
（6.4％）

国庫支出金
2億272万7千円
（6.0％）

町　債
3億6,933万9千円
（10.9％）

町　税
2億6,708万2千円
（7.9％）

その他
5億4,285万5千円
（16.0％）

歳出総額
33億9,664万3千円
（100.0％）

消防費
1億4,859万5千円
（4.4％）

その他
7,427万3千円
（2.1％）

土木費
3億781万4千円
（9.1％）

民　生　費
6億7,028万6千円
（19.7％）

公債費
5億6,840万6千円
（16.7％）

総務費
4億9,728万円
（14.6％）

農林水産業費
4億5,343万8千円
（13.3％）

衛生費
3億3,230万6千円
（9.8％）

教育費
2億6,823万5千円
　（7.9％）

商工費
7,601万円
（2.2％）

（平成28 年12月19日現在）

9,246 万 5千円（74.73％）

1億2,374 万円

8,850 万4千円

8,427 万円

887 万8千円

8,375 万3千円（94.63％）

884 万8千円（99.66％）

6,347 万2千円（75.32％）



　

　

【漁業の振興】

漁港の整備

　◆乙部漁港（元和地区）単漁港整備工事（道債）

…………………………14,040

　　　-3.5 ｍ航路・-3.0 ｍ泊地浚
しゅんせつ

渫　　A=600 ㎡

　◆乙部漁港（元和地区）道単漁港整備工事（道債）

…………………………10,584

　　　    -4.0 ｍ航路浚
しゅんせつ

渫          A=300 ㎡

漁場の整備

　◆広域漁場整備事業

　　　南部魚礁設置工事（乙部地先）

　　　3.0 ｍ円筒型魚礁　208 個

　　　Ａ＝ 4,378.4 空 ㎥……99,576

地域漁業等の促進

　◆日本海ニシン栽培漁業定着事業

　　　ニシン種苗購入費等（100 万尾）……18,700

　　　（事業主体：ひやま地域ニシン復興対策協議会）

　　　（町負担金　　２５０千円）

【道路等生産基盤の整備】

国道の整備

　◆国道 229 号線

　　　橋梁補修工事（大岩・可笑内橋）一式　　

　　　　…………………………79,000

　　　元和台駐車場付帯施設改修工事一式  

…………………………8,330

道道の整備

　◆旭岱鳥山線現道拡幅工事（防災安全）用地　

　　調査委託一式　    …………………………2,613

　◆旭岱鳥山線冠水対策工事（防災安全）用地調

　　査委託一式　　    …………………………1,674

　◆乙部厚沢部線交通安全工事（道単）一式

…………………………8,971

　　　　　　　　　【環境保全】

砂　　防

　◆花磯川砂防工事用地測量委託一式

…………………………15,411

河川維持

　◆姫川改修工事一式

…………………………12,000

海岸環境

　◆元和漁港海岸道単維持補修工事

養浜整備・施設修繕他一式………………5,710

治　　山

◆小規模治山工事（可笑内川）　一式……14,099

◆小規模治山工事（右股川）　　一式……45,836

　国国や道が実施している漁港や道路の整備をはじめ、
産業基盤の整備や砂防、海岸環境、治山などの工事も各
所で行われています。
　今年度実施された、国や道の主な事業を紹介します。

国・道の事業
平成28年度

（単位：千円）
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　産業の振興をはじめ、住みよい生活環境、医療、観光
の促進を図るため、様々な工事を行いました。
　町が平成 28 年度に実施している事業で主なものを紹介
します。町の主な事業

平成28年度

（単位：千円）
【農業の振興】

農業経営基盤強化
　　◆中山間地域等直接支払交付金事業  
　　　　Ａ＝ 8,841 a……4,266
   　◆多面的機能支払交付金事業……4,837
　　　　　姫川地区　　　　　　　Ａ＝ 7,212 a
　　　　　栄浜地区　　　　　　　Ａ＝ 5,103a
担い手対策の推進
　　◆青年就農給付金事業　1 名……1,500
農家経営安定対策
　　◆乙部町産業振興奨励補助事業
　　　　  大豆生産振興事業 　  一式……1,000
 　農産物生産向上支援事業  一式……5,000
自然環境の保全・活用
　　◆野外緑地広場整備工事　  一式……10,433
　　◆野外緑地広場照明 LED 改修工事

一式……1,966
　　◆自然環境活用センター外部改修工事

一式……5,260
　　◆自然環境活用センター便所改修工事

一式……2,668

【漁業の振興】
増養殖事業
　　◆乙部町産業振興奨励補助事業
　　◆ウニ深浅移殖事業
　　　　　キタムラサキウニ深浅移殖乙部町地先
　　　　　509 千個……7,222
　　　　　（事業主体：漁協）
　　　　　（町補助金　　2,831 千円）
　　◆ナマコ種苗生産増大事業
　　　　　ナマコ育成タンクシステム　　　　　
　　　　　9 基……7,900
　　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　　（町補助金　　7,100 千円）
　　◆ナマコ種苗放流事業
　　　　　ナマコ種苗放流
　　　　　100,000 個……3,240
　　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　　（町補助金　　2,916 千円）
　　◆マナマコ種苗放流効果調査事業
　　　　　ナマコ種苗放流
　　　　　50,000 個……2,160
　　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　　（町補助金　　1,044 千円）
　　◆秋サケ資源増大対策事業
　　　　　サケ増殖施設整備一式

………………………………………75,114
　　　　　（事業主体：ひやま漁業共同組合）
　　　　　（町補助金　　13,910 千円）
　　　　　施設運営費一式

……………………………………… 6,240

　　　　　（事業主体：ひやま漁業共同組合）
　　　　　（町補助金　　1,200 千円）

【林業の振興】
造林事業等
　　◆森林環境保全整備事業
　　　　　富岡、栄野地区
　　　　　人工造林　ヒバ１,700 本　 A=1.70 ha
　　　　　下刈　　A=12.50 ha………………6,729
　　　　　間伐　　　　　　　　　　　A=7.12ha
　　◆民有林整備事業
　　　　　（事業主体：森林組合）
　　　　　植栽、下刈、除間伐、枝打、作業路　

　町内一円……………44,000
　　◆未来につなぐ森づくり推進事業
　　　　　（事業主体：森林組合）

　　　　　植栽　　町内一円　　　　A=13 ha
……………………………3,042

【産業の振興】
地域商社の整備
　　◆新規開発特産品配送事業

町有施設事務所改修工事………5,961
　　◆移住定住情報システム構築事業

町有施設事務所改修工事………4,989

【道路等生産基盤の整備】
町道の整備
　◆姫川富岡線改良舗装事業
　　　本工事　L ＝ 168 m……………………49,075
　　　（土工、排水工、法面工、路盤・舗装工　一式）
　　　用地・支障物件補償　　　一式…………115
　◆橋梁長寿命化修繕事業
　　　修繕本工事（1 橋）　　  一式…………13,039
　　　補修工事修正設計委託業務　 …………4,817
　　　橋梁点検委託業務　　　 一式…………4,644
　◆町道維持補修工事　　　　 一式…………3,499
　◆町道舗装補修工事ほか　　 一式…………3,964
　◆町道街灯補修工事　  　　  一式…………1,285

林道網の整備
　◆森林環境保全整備事業
　　　森林管理道村山緑 (1 工区 ) 線開設事業
　　　　　開設工事 Ｌ＝ 700m Ｗ＝ 3.0m… 31,383
　　　森林管理道村山緑 (2 工区 ) 線開設事業
　　　　　開設工事 Ｌ＝ 702m Ｗ＝ 3.0m… 53,057
　　　　　用地費等一式
　◆森林管理道汐見栄豊線開設事業
　　　全体計画・測量設計委託業務

一式…………26,514
　◆林業専用道魚つきの森線開設事業 
  　　開設工事　L ＝ 1,360m　W ＝ 3.0m… 30,647
  ◆林業専用道館浦町有林 1 号線開設事業
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　町では、林道の整備や漁港、漁場の整備など産業を育
むまちづくりや、道路網の整備や環境保全、生活環境の
整備、医療の確保など快適で住み良いまちづくりを目指
して平成 29 年度の整備促進を関係機関に要望してきま
した。

（単位：千円）

平成 29 年度
　　の懸案事業

活力ある産業を育むまちづくり
【農業の振興】

生産基盤の整備
　農地の区画拡大等の基盤整備を実施し、農作業
効率を高めることで農業の振興を図る。
　◆農業基盤整備促進事業
　　　調査設計  一式
　　　田の区画拡大 A ＝ 142a
　　　暗渠排水  A=406a

【水産業の振興】
漁港等の整備
　漁船の安全操業と高度利用を図るため、漁業生
産の基盤となる漁港等の整備促進を図る。
　◆道単独漁港維持補修事業
　　　乙部漁港（元和地区）航路浚渫 A=1,000㎡

　◆水産物供給基盤機能保全事業
　　　乙部漁港（乙部地区）航路浚渫   A ＝ 55,000㎡
　　　乙部漁港（元和地区）
　　　　西防波堤機能保全 L ＝ 105.5 ｍ
　　　　北防波堤機能保全 L ＝ 16.7 ｍ
　　　　北護岸機能保全 L ＝ 110.0 ｍ
　　　　海水交換施設  L ＝ 30.0 ｍ
　　　　豊浜漁港
 第 1 外防波堤機能保全 L=18.3 ｍ
　◆水産物供給基盤機能強化事業
　　　乙部漁港（乙部地区）防砂提調査設計一式
　　　乙部漁港（元和地区）
　　　　　　　　　防砂提 ･ 突提調査設計　一式
漁場等の整備
　沿岸漁場の有効利用を図り、漁場の保全と資源

　　　乙部浄化センター電気設備更新実施設計委
　　　託業務　　　　　　　　　 一式………7,070
防　犯
　◆自治会町内会街灯 LED 改修事業

一式………15,000

【保健・医療】
医　療
　◆医療用備品購入（超音波診断装置・グリコヘ
　　モグロビン分析装置）…………………… 7,452

【防災消防】
防　災
　◆防災備蓄品整備事業
　　　LED 投光器外　　　　　　一式………1,712
　◆防災対策推進事業 　 
　　　防災ハンドブック作成委託業務　　　　　

一式………2,970
消　防
　　◆栄浜格納庫外部改修工事   一式………2,852

【学校教育】
教育施設
　◆乙部小学校大規模改修実施設計委託業務　

　一式………9,872

【社会教育】
文化振興
　◆街かど美術館作品制作委託業務………5,000

　　　全体計画・測量設計委託業務
 一式…………9,774

　◆林業専用道花磯町有林 1 号線開設事業
　　　開設工事　L ＝ 500m　W ＝ 3.0m

…………12,798
　　　測量設計委託業務　　一式

【観光の振興】
観光及びレクリエーション
　◆元和駐車場舗装工事
　　　Ａ＝ 2,000㎡………………11,232
　◆館の岬駐車場整備工事　ほか

一式………4,244
　◆鮪ノ岬公園照明 LED 化改修工事　

一式………1,782
　◆生命の泉施設改修工事　　　 一式………4,860

【環境保全】
管渠清掃
　◆滝瀬１号線ほか側溝清掃委託業務一式 …1,426
河川維持
　◆小川ほか維持補修工事　　 　一式………3,488

【生活施設】
住　　宅
　◆公営住宅整備事業
　　　公営住宅緑町団地 10･11 号棟解体工事
　　　　　　　　　　　 　 　2 棟 8 戸………3,618
　　　公営住宅緑町団地新築工事実施設計委託

一式………6,631

下水道施設
　◆特定環境保全公共下水道事業
　　　汚水管新設工事　　　一式………41,288
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快適で誰もが住みよいまちづくり

　

【道路網の整備】
　交通安全、防災対策及び地域振興上から、その
整備促進を図る。
国　　道
　◆国道の改良整備
　　　国道 229 号線
 　橋梁補修工事 ( 来拝橋 ) 一式

道　　道
　　道道旭岱鳥山線
　　　　　現道拡幅工事　用地調査委託　　　一式
 　冠水対策工事　　　　　　　　　　一式
　　　　　道道乙部厚沢部線　交通安全工事　一式

町　　道
◆町道の整備
　　　町道姫川富岡線（基幹事業）
　　　　　本工事・用地補償ほか　　一式
　　　町道元和 1 号線 ( 基幹事業 )
　　　　　本工事・調査実施設計　　一式
　　　橋梁長寿命化（基幹事業）
　　　　　橋梁補修工事　　 　　 一式

【環境保全】
砂　　防　　
　降雨時の土石流の不安を解消するため、砂防施
設整備に努める。
　◆砂防施設の改良整備
　　　花磯川砂防工事　用地測量委託　　一式
　　　花磯川砂防工事　　　　　　　   　一式

河川維持
　降雨時などによる洪水の未然防止に努めます。
　◆河川の維持
　　　姫川改修工事 　　　　　　一式

【土地保全】
治山・治水
　地域の環境保全を図るため、治山事業を行う。
　◆治山事業

　　　乙部豊浜急傾斜地工事
　　　　　用地、立木補償 　　　一式
 　本工事、調査実施設計         一式
　　　花磯急傾斜地工事
 　調査実施設計  　　　一式
　　　小規模治山工事（右股川）　　　一式
　　　小規模治山工事（病院の沢）　　一式
　　　小規模治山工事（花磯地区）　　一式

海岸保全
　海岸環境を保全するための整備を行う。
　◆漁港海岸道単独事業
　　　元和漁港海岸保全
　　　　　元和漁港海岸維持補修

【住環境】
公共下水道
　公共用水域の水質保全や公衆衛生など、快適な
生活環境を支えるため、普及促進を図る。
　◆特定環境保全公共下水道事業
　　　汚水管新設工事　　一式
　　　乙部浄化センター電気設備更新工事　一式

住宅の整備
　町民の生活様式の変化などに対応した居住水準
の向上や利便性の改善を図るため、町営住宅の建
設を計画的に推進する。
　◆公営住宅等整備事業
　　　公営住宅（緑町団地 A･B･C 号棟）新築工
　　　事　　　　　 3 棟 6 戸
　　　公営住宅新築工事監理委託　　一式

【教育施設】
学校施設整備
　老築化に伴い、施設の劣化度が顕著であるため、
大規模改修事業を行う。
　◆乙部小学校大規模改修事業
　　　校舎大規模改修工事  一式
　　　校舎大規模改修工事監理委託 一式

　　　　
の開発に努める。
　◆水産基盤整備事業（水産環境整備事業）
　　　乙部南部漁場（魚礁）
　　　3.0m 円筒型魚礁　200 個

【林業の振興】
造林事業
　適正な森林造成を計画的、効果的に推進し、総
合的な資源としての森林の有する多目的機能の発
揮と地域社会の発展を図る。
　◆森林環境保全整備事業
　　　富岡、栄野、花磯地区
　　　　人工造林、保育（下刈、間伐、保育間伐）
　　　姫川、館浦、富岡、鳥山、三ツ谷、豊浜、　
　　　栄野地区
　　　　人工造林、保育（下刈、間伐、保育間伐、
　　　　枝打）
　　　作業路開設

林道等の整備

　森林資源の開発及び林産物の合理的な生産を促
進し、森林経営の合理化を図るため、林道を整備
する。
　◆森林環境保全整備事業
　　　森林管理道
　　　　汐見栄豊線開設事業
　　　　　開設工事　　　　L=680m     W=3.0m
　　　　　測量設計委託 一式
　　　林業専用道
　　　　魚つきの森線開設事業
　　　　　開設工事　　　　L=616m     W=3.0m  
　　　　館浦町有林 1 号線開設事業
　　　　　開設工事 　　L=800 ｍ  W=3.0m
　　　　右股川沿線開設事業（元和地区）
　　　　　全体計画、測量設計委託 一式
　　　　縁桂の沢 1 号線開設事業
　　　　　測量設計委託 一式
　　　　　立木伐採委託 一式
　　　　　開設工事 　　L=600 ｍ W=3.0 ｍ



謹賀新年
平成二十九年

今年もよろしくお願い致します
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中
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高
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預
か
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し
上
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す
。

　

本
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も
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変
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を
た
ま
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り
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よ
う
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す
。
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新年明けまして

おめでとうございます

新年明けまして

おめでとうございます

〔21〕

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

縁
結
び
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会

理
事
長　

阿
部　

修
一

　
　

乙
部
町
商
工
会
内

　
　

元
町
二
〇
〇
―
一

電
話　

六
二
―
二
九
二
〇

乙
部
町
商
工
会

会　

長　

三
上　

岩
雄

　
　
　

外　

役
員
一
同

　
　

元
町
二
〇
〇
―
一

電
話　

六
二
―
二
九
二
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

株
式
会
社　

小
川
商
店
乙
部
工
場

代
表
取
締
役　

小
川　

恭
之

　
　

館
浦
五
〇
三
―
六

電
話　

六
二
―
二
一
一
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

頌　

春

　

本
年
も
「
感
謝
」
を
座
右
の

銘
に
心
よ
り
ご
来
店
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

有
限
会
社　

伊
藤
清
掃

代
表
取
締
役　

伊
藤　
　

司

　
　

緑
町
六
五

電
話　

六
二
―
二
一
五
三

㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
乙
部
支
店

代
表
取
締
役　

笹
谷　
　

隆

　
　

緑
町
六
七
―
一

電
話　

六
二
―
五
二
二
〇

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ひ
ま
わ
り
乙
部
B1

理
事
長　

倉
持　
　

篤

　
　

緑
町
六
七
―
一

電
話　

五
六
―
一
七
〇
〇

株
式
会
社 

命
水
乙
部
ボ
ト
ラ
ー
ズ

代
表
取
締
役　

白
井　

博
隆

取
締
役
兼
工
場
長　

上
田　

法
史

　
　

館
浦
五
一
〇
―
一

電
話　

五
六
―
一
七
一
七

URL:w
w

w
.m

eisui-otobe.jp

前
髪
・
分
け
目
・
つ
む
じ
増
毛

   

リ
ン
パ
ケ
ア
セ
ラ
ピ
ー

美
容
室　

s
押
切　

公
代

　
　

電
話　

六
二
―
三
七
五
一

K’



〔22〕

謹賀新年

有
限
会
社　

井
口
商
店

代
表
取
締
役　

井
口　

和
子

　
　

元
町
一
二
二

電
話　

六
二
―
二
〇
〇
七

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

株
式
会
社 

ラ
イ
ズ
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役  

笹
谷　
　

努

　
　

姫
川
七
九
五
―
一

電
話　

六
二
―
二
三
〇
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

㈲
由
利
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役　

由
利 

忠
之

　
　

緑
町
三
二
〇
―
一

電
話　

六
二
―
二
二
八
六

居
酒
屋　

和
が
や

代
表　

堀
之
内
信
次
郎

　
　

緑
町
三
五
三
―
一

電
話　

五
六
―
一
三
一
五

中
道
家
具
店

代　

表　

中
道　

照
幸

　
　

緑
町
四

電
話　

六
二
―
二
一
三
六

お
と
べ
配
管

代　

表　

須
田　

政
博

　
　

元
和
一
一
五
―
二

電
話　

六
二
―
五
五
六
六

㈲
道
新
乙
部
販
売
所

代
表
取
締
役　

野
々
村  

佑

　
　

緑
町
二
―
二

　
　

電
話　

六
二
―
二
八
二
〇

㈱
乙
部
観
光 

光
林
荘

代
表
取
締
役　

新
川  

信
満

　
　

館
浦
五
二
七
―
二

　
　

電
話　

六
二
―
三
三
四
七

汲
田
石
油
商
会
㈱

代
表
取
締
役　

汲
田  

喜
則

　
　

緑
町
一
二
七

　
　

電
話　

六
二
―
二
〇
四
一

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
乙
部
町
店

　
　

店
長　

井
口　

謙
一　

　
　

元
和
二
九
三
―
一

電
話　

六
二
―
五
七
一
一

屋
根
葺
替　

西
里
板
金
工
業

代
表　

西
里　

克
之

　
　

滝
瀬
一
三
五

電
話　

六
二
―
三
〇
九
四



〔23〕

国保病院からのお知らせ
◆Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎治療について
　　新たに 1 月より本格的に相談・治療開始することとなりました。

【月曜日～金曜日】　午後 1 時～午後５時　担当：宮西
　※（初回は相談のみ、受付で「肝臓の相談にきました」とお話下さい。）
◆肝炎ウイルス検査について
　　病院での個別検診や町での集団検診で検査（血液検査）ができます。
　　お申込みが必要です。
◆禁煙外来について
　　これまでどおり禁煙外来も継続しております。

【毎週】水曜日　午後 1 時～午後３時
　　　○お問い合わせ：乙部町国民健康保険病院（0139-62-2331）

　

十
二
月
十
二
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三
日
、
十
四

日
に
、
乙
部
小
学
校
の
児
童
を
対
象

と
し
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「
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の
授
業
が
開
か
れ
、
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保
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師
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ど
が
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年
ご
と
に
わ
か

り
や
す
く
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
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も
の
を
振
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返
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が
自
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の
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つ
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、
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長
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せ
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い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。
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六
二
―
五
〇
五
六

薄
木
は
り
灸
整
骨
院

薄
木　

現

　
　

館
浦
四
八
八
―
六

　
　

電
話　

六
二
―
五
五
三
九

㈲
澤
田
商
店

代
表
取
締
役　

沢
田　

真

　
　

緑
町
一

　
　

電
話　

六
二
―
二
〇
六
二

㈲
精
工
堂
時
計
店

代
表
取
締
役　

沢
田　

真

　
　

緑
町
一

　
　

電
話　

六
二
―
三
八
四
八

集団検診（特定健診・がん検診・肝炎ウイルスなど各種検査）
　1 月 18 日（水）6：30 ～ 9：00　姫川ふれあいセンター
　1 月 19 日（木）6：30 ～ 9：00　元和交遊館
個別検診　
　平成 29 年 2 月 23 日までの ( 火 ･ 水 ･ 木 )　8：00　国保病院
　　　○お申込み：乙部町役場　町民課保健衛生係（0139-62-2311）

料金：300円

こ
と
が
で
き
、
児
童
は
「
こ
れ
か
ら

は
栄
養
に
気
を
つ
け
、
た
く
さ
ん
噛

ん
で
食
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
元
気
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
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骨を強くするレシピ
～健康レシピを紹介～　　

エネルギー：339 kcal
たんぱく質：13.9 kcal　　塩分：1.7g

かぼちゃコロッケ
■材料（1 人分）

　かぼちゃ：80 ｇ　　　　　豚ひき肉：20 ｇ

　玉ねぎ：30 ｇ　　　　　　塩：0.3 ｇ

　こしょう：少々　　　　　  油：適量

　プロセスチーズ：25 ｇ　　小麦粉：8 ｇ

　卵：１個　　　　　　　　  パン粉：10 ｇ

　キャベツ：40 ｇ　　　　　トマト：30 ｇ

　ソース：10 ｇ

■作り方

　①　かぼちゃ丸ごとレンジで３分。

　②　かぼちゃの種を取り、半分皮をむき適当な大きさに切り、茹でたらつぶす。

　③　玉ねぎをみじん切りにして、とりひき肉と一緒に炒め、塩・こしょうで味付ける。

　④　②と③とサイコロに切ったプロセスチーズを混ぜる。

　⑤　④を丸め小麦粉→卵→パン粉の順につけ、油で揚げる。

　⑥　キャベツを千切りにし、トマトは食べやすい大きさに切る。ソースは後からお好みで。

●カルシウムだけを摂っても吸収されにくいです。

●インスタント食品や炭酸飲料、塩分はカルシウムの吸収を阻害する

ため、注意が必要です。

●伸び盛りの子どもも、70 歳以上の方も、カルシウムは１日１０００

mg の摂取が必要です。

★骨の作られる仕組み★

たんぱく質＋カルシウム＋太陽＋運動＝骨
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ねんきんの窓

当月末の　保険料を当月末の口座振替【早割】にすると口座振替
【早割】　月々 50円　（年間 600円）のお得！

口座振替【早割】
にした場合
（２月分からの例）

1月分 2月分 3月分

16,260 円
16,210 円

50円割引

16,210 円

50円割引

★３月末に引落★ 2 月末に引落

◎原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の初回は、前月分（割引なし）と当月分（５０円割引）の２ケ
　月分の保険料を引落しとさせていただきます。その後は当月分（５０円割引）の１ケ月分の引落しとなります。
　　　◎保険料額は２８年度の額です。
※１年分の口座振替前納は４, ０９０円、６ヶ月分の口座振替前納は１, １１０円の割引となりさらにお得です。
 

☆☆　　お申し込みについて　　☆☆
◎口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、函館年金事務所または役場町民課年金係
　にお申し込みください。また、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。
◎前納のお申し込みは、①１年度分及び上期６ケ月分（４月分～９月分）は２月末までに、また、②下期６ケ月
　分（１０月分～翌年３月分）は８月末までに、函館年金事務所または役場町民課年金係にお早めにお申し込み
　ください。
◎すでに口座振替で前納されている方（引き続き第１号被保険者である方）は、毎年お申し込みしていただく必
　要はありません。

国民年金保険料の納付は「口座振替」が“便利”　で　“お得”　です！

【 調理師就業届出のお知らせ 】
働いている調理師の皆様へ！
○調理業務に従事している調理師の方は、２年ごとに「調理師業務従事者届」を提供することが調理師法で義務づけられており、今
　年は届出が必要な年となっています。

○届出が必要な調理師の方
　次の施設、店舗で調理の業務に従事している調理師の方です。
　・寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施設、その他多数人に飲食物を調理して供与している施設
　・飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業

○届出方法
　・届出用紙を、一般社団法人北海道全調理師会江差支部または江差保健所に備えていますので、届出に記載し、提出してください。
　・インターネットでの届出も可能です。次のウェブサイトアドレス（ＵＲＬ）もしくはＱＲコードからアクセスしてください。

【ウェブサイトアドレス（ＵＲＬ）】
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=AOVie6SV

【ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です】

○届出期日
　　平成２８年１２月３１日現在の状況を書き込んで、平成２９年１月１５日までに届け出てください。

○届出先・用紙の配置・問い合わせ先
　・一般社団法人北海道全調理師会江差支部
　（所在地：〒０４３－００５３ 檜山郡江差町字新地町１０３－２「スタッフ」☎０１３９－５２－２５８３）
　・北海道江差保健所　企画総務課企画係
　（所在地：〒０４３－００４３ 檜山郡江差町字本町６３　☎０１３９－５２－１０５３）
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

一
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習
の

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
１
月
12
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

▽
１
月
24
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習
午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習
午
後
３
時
45
分

乙部町国民健康保険病院　1月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
月〜金（祝日除く）  午後 13:00〜15:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

午
前

休
診

休
日
当
番
医

成
人
の
日

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

奈
良

宮
西

宮
西

午
後

宮
西

村
瀬

宮
西

村
瀬

村
瀬

宮
西

村
瀬

宮
西

村
瀬

宮
西

宮
西

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

宮
西

村
瀬

65 歳以降の定年の引上げや継続雇用制度
の導入を検討している事業主の皆さまへ

　「ニッポン一億総活躍プラン」( 平成 28 年 6 月 2 日閣議決定 ) において、65 歳以降の継続雇用延長や 65 歳までの定年延
長を行う企業等に対する支援の実施が盛り込まれたことを受け、65 歳超雇用推進助成金を創設し、65 歳以上への定年引上
げ等を行う企業に対して重点的に支援を行うことで、65 歳以降も希望者全員が安心して働ける雇用基盤を整備するととも
に「生涯現役社会」の構築を図ります。
　概要については、次のとおりです。
　　平成 28 年度 10 月 19 日以降に労働協約又は就業規則に以下の制度を規定し、制度　　　
　を実施した場合に助成 (1 事業主につき 1 回限り )

　　　　　※①～④ の複数の制度を合わせて導入した場合は最も高い額のみ支給

お問い合わせ・ご相談・申請等
独立行政法人　高齢・障害・求職者支援機構　北海道支部（☎ 011 － 622 － 3351）

導入する制度 助成額

① 65 歳への定年引上げ 100 万円

② 66 歳以上への定年引上げ又は定年の定めの廃止 120 万円

③ 希望者全員を 66 ～ 69 歳まで継続雇用する制度の導入 60 万円

④ 希望者全員を 70 歳以上まで継続雇用する制度の導入 80 万円

除雪に関するお願い
　迷惑な路上駐車は、除雪の障害となり交通事故発生の原因にもなりますので、「路上駐車は“しない”、“させない”」
を合言葉に皆さんのご協力で快適な道路にしましょう。
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　五十肩の症状は三期に分けられ、一般に発症から約２週間
の急性期、その後約６ヵ月間の慢性期を経て回復期に至りま
す。急性期には運動時痛に加えて安静時痛や夜間痛が出現し、
徐々に関節拘縮が現れて肩の可動域が制限されます。慢性期
には徐々に痛みが軽減し日常生活でも患肢をかばう必要がな
くなります。回復期には痛みが軽減し生活に支障はなくなり、
徐々に可動域が自然回復します。治療方針は肩関節の痛みを
和らげて、かつ可動域を改善することです。急性期の痛みの
強い時期には荷物や肩を上げる動作で肩に負担をかけないよ
うにし、比較的安静を保ちます。慢性期や回復期では痛みの
状態を確認しながら、関節の拘縮を改善する運動で積極的に
肩を動かすようします。除痛には薬物療法が有効で、鎮痛薬
を使用し，痛みが強い場合には肩関節に局所麻酔薬やヒアル
ロン酸を注射する除痛法もあります。薬物療法、運動療法、
理学療法で改善することが多いため、ほと
んどの症例で手術は必要ありません。
　肩関節の拘縮が残存した場合に侵襲性の
低い関節鏡視下授動術などを施行すること
があります。

りら先生の肩疾病講座（その 2）
整 形 外 科 午前　月～金曜日
循 環 器 内 科 午前　月～金曜日

午後　月・金曜日
消 化 器 内 科 午前　月～金曜日

午後　火曜日
呼 吸 器 内 科 午前　金曜日

午後　木曜日
総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日
外 科 午前　13日のみ

小 児 科 午前　月～金曜日
午後からの受診は事前に連絡願います

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　4日・11日・12日・17日・18日・25日・26日・31日
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科
午前　12日・19日
　　　（予約以外の方は10時までに受付）
午後　11日・18日・25日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　６日・20日

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

看護職員募集のお知らせ
　臨時および看護師職員を常時募集しております。
☎ 52-0036（内線 202）総看護師長 中野（離職した方でも、正
職員として再就職可能です。助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集
しております。次回の職員試験実施予定日は１月２１日です。詳し
くは、北海道病院管理室ホームページへ

予約受付時間（定期患者のみ）13 時～ 16 時
年末年始のお休みは 12月 29日～ 1月 3日です。

外来診療体制
1 月の診療予定です

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

１月のイベント情報
新年交礼会
　と　き　１月１日（日）　午前１１時～
　ところ　町民会館
乙部町消防団出初式
　と　き　１月３日（火）　午前９時～
　　　　　町内行進・式典
　町政懇談会にご参加ください。
　日頃から町内で抱えている課題や要望など、皆様の
ご意見を幅広くうかがい、取りまとめることで町政に
反映させようと、町政懇談会を開催いたします。
　町政懇談会には、町長をはじめ各関係課長が出席し
ますので、是非様々なご提言やご要望をお聞かせくだ
さい。
　各地区の詳しい日程等につきましては、防災行政無
線などでお知らせいたします。

乙部町の水道の水質について
　町の水道は「乙部地区浄水場」、「元和・

三ツ谷地区浄水場」（鳥山、栄浜地区を

含む）「豊浜地区浄水場」の三つで供用

しています。

　毎日、安心して安全に利用していただ

くため、水道法で定められた水質検査を

行って供給しています。検査結果の詳細

は、建設課水道温泉業務係でご覧いただ

けます。

１月２１日から２月２０日は「北方領土の日特別啓発期間」です。
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際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

11
月
15
日
～
12
月
14
日

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

塩
谷　
　

静
さ
ん（
83
歳
）緑　

町

佐
々
木
葊
彰
さ
ん（
64
歳
）館　

浦

常
田　
　

薫
さ
ん（
89
歳
）館　

浦

寺
内　

勝
明
さ
ん（
62
歳
）鳥　

山

町 の 人 口
= 11 月末現在 =

世帯数　1,929（－１）〈＋１〉
人　口　3,918（－２）〈－34〉
　男　　1,809（±０）〈－13〉
　女　　2,109（－２）〈－21〉
（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は3月末からの累計増減
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編　

集　

後　

記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
広
報
お
と
べ
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
の
四
月
か
ら
、
不
慣
れ
な
が

ら
も
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。

　

今
年
か
ら
は
、
も
っ
と
楽
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
精
一
杯
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｈ
・
Ｎ
）

◆
役
場
・
教
育
委
員
会
事
務
局

　

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
５

日
（
木
）
ま
で
休
み
ま
す
。

・
仕
事
納
め　

12
月
30
日
（
金
）

・
仕
事
始
め　

１
月
６
日
（
金
）

休
日
中
に
戸
籍
の
届
出
、
出
稼
ぎ

労
働
者
手
帳
の
交
付
な
ど
、
お
急

ぎ
の
用
件
が
あ
る
場
合
は
、
日
直

職
員
が
対
応
し
ま
す
。

◆
国
保
病
院

　

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
５

日
（
木
）
ま
で
休
診
し
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
患
者
に
つ
い
て

は
、
当
直
医
が
対
応
し
ま
す
。

◆
町
民
会
館

　

12
月
28
日
（
水
）
か
ら
12
月
31

日
（
土
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
１
日
（
日
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

年
末
年
始

　
役
場
、
病
院
な
ど
の
執
務
体
制

◆
公
民
館

　

12
月
30
日
（
金
）
か
ら
１
月
５

日
（
木
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
６
日
（
金
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
町
民
体
育
館

　

12
月
30
日
（
金
）
か
ら
１
月
６

日
（
金
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
７
日
（
土
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
お
と
べ
温
泉
い
こ
い
の
湯

　

い
こ
い
の
湯
は
１
月
２
日

（
月
）
も
休
ま
ず
、
通
常
ど
お
り

（
午
前
11
時
か
ら
午
後
９
時
）
営

業
し
ま
す
。
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間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね

原
田　

奈な

な渚
ち
ゃ
ん
（
英
人
・
江
里
子
・
女
の
子 

）
姫
川

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　
株
式
会
社
　
シ
グ
マ

　
代
表
取
締
役
　
林
　
勲
さ
ん

 
 

　
百
万
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て
　

　
高
橋
文
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
三
万
円

　
石
川
勝
久
さ
ん
（
静
岡
県
）
一
万
円

　
石
坂
敏
彦
さ
ん
（
大
阪
府
）
三
万
円

　
清
水
洋
孝
さ
ん
（
兵
庫
県
）
五
万
円

　
田
中
長
利
さ
ん
（
札
幌
市
）
一
万
円

　
福
井
勝
博
さ
ん
（
栃
木
県
）
三
万
円

　
松
本
良
美
さ
ん
（
茨
城
県
）
一
万
円

　
内
田
賢
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
三
万
円

　
竹
中
丈
俊
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
五
万
円

　
櫻
井
文
夫
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
十
万
円

　
三
木
健
太
郎
さ
ん
（
広
島
県
）
一
万
円

善
意
に
感
謝
し
ま
す

未来を担う子どもたちに！
　第一生命労働組合函館営業職支部様

より、子どもたちのために役立ててく

ださいと、つくし保育園へ絵本が寄附

されました。

　
森
　
量
裕
さ
ん
（
東
京
都
）
一
万
円

　
今
　
朝
光
さ
ん
（
浦
河
町
）
十
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

路上駐車は、除雪の障害となりますので、絶対にやめましょう！！


